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イチゴ、とってもおいしかったよ

　都築建身さん（大字草木）が児童福祉功労者として
愛知県知事から表彰を受けました。
　都築さんは１３年前からハウスでイチゴ栽培を始め、
草木小学校と草木保育園の児童や園児をイチゴ狩りに
招待しています。その功績が認められ今回の受賞とな
りました。
　６月２日町長室へ受賞の報告に訪れ、都築さんは「イ
チゴ狩りができる草木地区に住んでいてよかった。と、
手紙をもらったこともある。子どもたちが、毎年イチ
ゴ狩りを楽しみに待っていてくれるので今後も招待を
続けていきたい」と話していました。

●児童館で楽しく遊べました

　５月２５日、卯之山児童館で保育園や幼稚園に就園す
る前の幼児と親が集まって楽しく遊ぶ会が開かれまし
た。
　児童館が企画した催しで、この日は１３組の親子が参
加して、親子体操やエプロンシアターなどで親子がふ
れあいました。
　「みんなといっしょに遊ぶ機会が少ないので、今日は
とても楽しかったです」と参加者は感想を話していま
した。
　次回は６月２９日、午前１０時からを予定しています。

エプロンシアターを楽しむ親子

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●泥だらけになりながら田植えに挑戦しました

　５月３０日、草木小学校の全児童が地元農家の田を借
りて、田植えを行いました。
　５年生が中心となって米作りの学習をしています。
この日の田植えまでに田起こしや代かきなどをして準
備を進めてきました。
　児童たちは、はだしで水田に入り“農家のおじさん”
の指導を受けながら、もち米の苗を丁寧に植えていき
ました。
　児童は９月下旬に稲刈りや脱穀にも挑戦して、収穫
した米は地域の方ともちつきをして試食するそうです。

真剣に田植えに取り組む草木小児童

受賞を喜ぶ都築建身さん

子どもたちが喜んでくれるから

　５月２９日、草木保育園児の年中組と年長組５１人が都
築さんのハウスへイチゴ狩りに出掛けました。
　園児たちは収穫した真っ赤なイチゴを口いっぱいに
ほおばり「２０個も食べたんだよ」と満足げに笑顔で話
していました。

都築さんのハウスでイチゴ狩りを楽しむ草木保育園児


